
N05訳°

1996ろ文化庁月報
| C O N T E~ N T S | 

特集／新国立劇場完成迫る．／
ー一竣工まで337H--

新国立劇場の概要、シンボルマーク決定 4 

巻頭言新国立刷場の竣工を1年後に控えて 遠山敦子 6

座談会新国立劇場に期待する 8 

五十嵐喜芳／木田宏／小林玉夫／佐藤信／牧阿佐美／西澤良之

芸術監督からのメッセージ、開場記念公演演目一覧 16

畑中良輔／島田廣／藤田洋

施設利用について、観客サービスとして 19 

連載
●随想／文化を担う女性の役割 岩渕潤子 20

●地域からの文化発信／博物館・美術館紹介⑫ 山梨↓県立文学館 22 

●後世に残そう我が県の文化財⑫／ネ員岡騨し 大宰府跡、王塚古墳 25

●芸術文化活動でまちづくり④ 広島市「ひろしまオペラルネッサンス」 28 

●著作権法講座Q&A/12 ▼ 31 

•著作物の再販制度を考える⑲ 再販制度廃止の影響 32

ACACA1sency for Cultural Affairs)NEWS 
・重要文化財の新指定（無形民俗文化財） 勺..…••...…••…..................…•…•…..・・・・・・ ··34
•平成 8 年度著作権セミナー開催日程・・・・・・・・••……•・・・・・・・・·…......…....….......…...… ••41

•平成 7年度総目次／42
・芸術文化振興墓金ニュース／46

• 4月の国立劇場／47
・表紙解説／編集後記／48



国国⑨揺園国怠公図
島田 廣

ー園園図怠公図に固拉て
畑中良輔

21世紀を目前に、待望久しかった現代芸術

の殿堂新国立劇場が、平成 9年10月にオープ

ンします。オペラ・舞踊（バレエ・現代舞踊）．

演劇と各部門はただいま開場記念公演の準備

で大わらわであります。

バレエは開場記念公演に三つの演目を用意

しております。世界のバレエの伝統の総本山

ともいうべき、ロシア・サンクトペテルプル

グ（旧レニングラード）のマリインスキー劇

場との交渉で、有名なチャイコフスキーの三

大バレエのなかから 2演目、「眠れる森の美

女」と「くるみ割り人形」を上演することに

しております。 ‘ 

「眠れる森の美女」は編成も大きく古典バレ’

工の典型のような作品。祝祭的な面も多分に

あり、開場記念にはもっともふさわしいもの

と考えました。「くるみ割り人形」は、上演時

期がちょうど12月のクリスマスのころ、バレ

工の背景もクリスマスの夜の少女の夢……と

いうこともあって、これを取り上げました。

御承知かとも思いますが、この時期は国の内

外を問わず「くるみ割り人形」のシーズン。

新国立劇場にご家族ともども来場いただいて、

新殿堂も舞台も見てほしいとの思いでありま

す。あともう一本の作品は、日本の創作バレ

工として石井潤氏振付の平家物語による「梵

鐘の聾」であります。いずれもオペラ劇場（大

劇場）での上演であります。 ＼ 

現代舞踊は日本の洋舞の主流を成してきた、

いわゆるモダンダンス。現代を生きる魂の喜：

怒哀楽や希求がテーマになります。開場記念

公演ではマスターワークス（オペラ劇場）公

演と著名振付家・中堅•新人によるパノラマ

展A、パノラマ展B （ともに中劇場）を用意

しました。

マスターワークスは、「果の唄」（折田克子

振付）「世界はバッハのように」（西田莞振付）

で二回公演。パノラマ展Aは「リジェネレイ

ション」（能美健志振付）「ラプソディ」（石井

かほる振付）「リゴドン～死の舞踏」（庄司裕

振付）。パノラマ展Bは「春の祭典」（竹内登

志子振付）「カウンターバランス～現実をみる

ための空想」（米井澄江振付）「風市」（藤井公

振付）、各中劇場三公演であります。

英国ロイヤルバレエの名花・故マーゴッ

ト・フォンティーンは21世紀は日本のバレエ

の時代といいました。また世界はいま21世紀

はダンスの時代といっております。新国立劇

場の舞踊はその先兵たらんと意気込んでおり

ます。

御支援の程お願いいたします。

芸
術
監
督
か
ら
の
メ
ッ
ロ
ー
一
ン

オペラの誕生は1597年、フィレンツェのコ

ルシ伯の館で上演されたペーリの「ダフネ」

がその第一号とされています。しかし、この

譜面は失われて現存していません。

その400年後の日本で、長年の懸案であった

〈新国立劇場》が、 1997年10月に誕生します。

現存する最古のオペラは、 1600年、ペーリの

「エウリディーチェ」であり、このころ日本で

は、出雲の阿国が四条河原で「かぶき踊り」

として、歌、踊り、芝居などの要素を合わせ

た新しい芸能のかたちを創り出しています。

西と東に、こうした総合演劇形態が期を同じ

くして生まれているのは偶然のことなのでし

ょうか。

フィレンツェに生まれたオペラは、やがて

全ヨーロッパに拡まり、各都市競って劇場ブ

ームをつくり出しました。現在世界のどの都

市もがオペラ劇場を持っており、その都市の

文化のパロメーターとなっています。

おくればせながら（中国も韓国も台湾も国

立歌劇場をもっている）、わが日本も重い腰を

やっと上げ、世界の歌劇場に足並みを揃える

べく、目下準備に日夜大わらわですが、その

オープニングとしては、日本の歌劇場にふさ

わしい‘日本のオペラ”として、まず最初に、

圏伊玖磨氏の「タケル•TAKERU」を開場記

念公演第一作に据えました。

数々のいさおしをたてながら父にうとまれ、

挫折ののち不死の白鳥として甦る悲劇の英雄

を、雄大かつ抒情をもって描き上げた超大作

です。続いてオペラの二大巨匠ともいうべき、

R・ワーグナーの幻想味溢れる「ローエング

リン」を、ワーグナー直系のヴォルフガング・

ワーグナー氏の新演出で、バイロイト方式に

より上演。年改めて、オペラ、演劇、映画界

に君臨する F・ゼッフィレッリ氏が、渾身の

豪華絢爛、今回開場のための新プランでのヴ

ェルディの「アイーダ」を。この三本で日本，

の新国立劇場は世界の注目の中に開場を迎え

ます。刻々と迫るこのオープニングに備え、

劇場関係ー同緊張の中に、世界の中の「新国

立劇場」を目指し、また国民の期待に充分応

えられるよう頑張っている毎日です。
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現代演劇が国立の劇場に組みこまれるのは、
かいひゃく

開闘以来、曰本では初めてのケースになりま

す。それだけに意義ぶかく、大きな責任を痛

感しております。

ただ、現代演劇と一口にいっても、その内

容は幅広、、、多岐にわJこっておりま‘立。私事

にぢりますが、昭和20年代の「新劇」には、

戟後の自由になった社会のなかで刺激的であ

îI哀したし、欧米演劇が知的な欲求も満たし

てくれて、高揚した充実がありました。あ（））

新鮮な感動を享受した時代を忘れることはで

きません。この30年間で現代演劇は大きく

変化しています。開場記念の演目に島崎藤村

の大長絹を劇化した「夜明け前」（村山知義脚

本、木村光一演出）を選んだのは、昭和 9年

初演になる新劇古典が今日の、とくに若い観

客にどのように受け止硲られるのかという試

金石になりましょう。

この30平間、小劇場遷動の華々しい活動に

よって、数々の実験が繰り返し試みら汎てき

ました。新国立劇場も、小劇場 (400~450席

の可動式）で、その先駆的方向も受け継いで

いくべきだろうとは考えていますが、中劇場

(1000席程度）では、大衆性をもった水準の高

い現代演劇を基本に運営したいと思いますc

開場記念第一弾0)井上ひさし作「銅鋼をな

らした男J （渡辺浩子演出）は、築地小剖場の

開幕合図のドラをならした新劇史に残る名

優・丸山定夫を主人公にした新作です添、こ

こにも「新劇」の辿ってきた道程が描か九る

はずです。

中劇場のもう一•本は、シェイクスピアの四

大悲劇の一つで、もっとも臨士なスケしールを

もつ「リアエ」（鶉山仁演出、松岡和子訳）て

す。老王が荒野をさまよう姿に、現代日本の

家庭問題、老人問題を重ねてみたいという洟

出のねらいがあります。

小劇場はつかこうへい作｀演出による新作

「鯖街道」。日本・中国・ロシアをまたぐスケ

ールの大きな作品構想てす，
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表紙解言兌 一—―-―- --―史跡福山城
ふくやよ

怒山卿ば、北方誓肩（外国船対窓）を目的とし茫醇硼こより、松前霞享7世崇甑（第

'i3代藩王）ガ安政元年 (1854̀)に築造した城で、本丸に三重の天守（櫓）を、二の克

に3基の二重櫓を有しだほか三の如こ 7座の砲台を設けるなど、特異な意匠をもっ

だ我が固叢後の日本式城郭で芍。

祖治維新恩こ二度の戦火を経験し庖がらも、）はあ厳然として哉下を威圧ンていだ福

且暉でし•）：：：か羽治 7 年 (1874) ！こ随拓使によって不要建物の解は撤去．、内濠・外濠

の石垣の撤去啓とが行われ、三唇天守、本汎誨P月、本丸卸殿（後年度iこ飼本）を残芍

だけの戎跡となりましだ。昭和1()年 ('1935)に固指定の史跡となりました。

切民に親しまれ大切に保存されてきだ福山城は、町の象徴であった天守閣は延焼に

より残念／印ガら焼失してしまいましだガ、焼失力ら11年後の招和35年に天守閤の再建

ガカ怠い 往時の姿を合にとどめていま可e 昭和51年度力ら保存婆備ぢ進められ、現

在、選構恒認脆査や姦の石垣の整備などガ行われています。

戦前から桜の名所とし，て知られていだ訟前lei:祠年、 5円1巳から20巳の期間にさ

くら祭ガ開催されま芍かこの時期、全囲各地方ら名木さくらを集め・ '溶佳謬園’’

をはじめ、蛾内の250欄 8.000本の桜が咲き詩り、天守閣や重要文化財(])本丸在!戸炭と

満開(/)桜が織り成さ美l,<:5は格8:Jです。まだ．．荼り期間中は郷土芸能などの各穂IJ)--(

ベントガくりひろげられ＼叩戻Iなもとよど）数多くの観光容で骨辰；fういま忠

天守閣や寧丸詞門をパツワに澳じられている松前神楽！改、 18悦前藩が力つて妓内で

行わせ芝ことから「あ城呻楽」とも唾ばれ、．江戸時代に感んに行われてき）：：：もので、

疇舞」や匹薗散米舞＿1席どの神事，からIJ''入令な芭巳本洒沿岸や道雨など広い地蛾

で伝承されています。

：北憑適蓉育！庁生涯営習那文化課主奎伊藤眠彦）

I 
-[-- 1 ―---

I 
文化庁月報 3月号（通巻330号）

i 

I 編集ー文化庁

| 〒100東京都千代田区霞が関3-2-2

発 行ー株式会打きょうせい

編集後記
現代舞台芸術（））殿堂、新国立刷場の柿落としまであと 1年半ほど

になりました。私もクラシックファンの一人として、どんな公演が

行われるのか大変楽しみにしています。 1 

実は私は、オペラの生の舞台をまだ一度も観たことがありません。 ＇ 

一度は貝に行きたいと思いつつも、チゲッ;の値が張るし、公演時 1 

間加畏いし、外国語公演が多く理解でまない切］ではないかしら、と ＇ 魯下誌の掲諏のうち、意見にわだる部分についてla:、

踪躇している間に、いつもチケットが売り切れてしまうのです。 ！ 筆者恩人の見解であることを芍断りいだしま平

クラシックファン0)中でもオペラファ／は、一種独特の「、ヽマり」 1 定価530円（本体515円）送料76円
方をする七うでプ，例えば私の知人(DA氏は` ミルディ 0)オペラにハ

マっていて、全楽謄を暗詣している（！）だi：：てなく、演出の細部 1 年閻購読料B3B0円

にも熟知し、つい先日 1•こは、とうとうすペラを観るためだけに米仏 1 本詰0)ご購読のお申し込みは、直接弊社の本シ支社

旅行に行ってしまいました。
I あるいは最寄りの撃店へお申し込みください。

波悶 音楽、美術等全てを含んだ総合芸術と称されるオペラには、

人をそ訊だけのめり込ませる魅力があるのでしょう。私は、その魅 ［ 広告の問い合せ。申し込み先

ヵtこし:~なりのみ込まれるとこわい0）で、ちょっとオペラシティヘ I 

絵を見に行って、~その帰りに新固立閲場でオペラのゲネプロをふら

っとのぞいて、少しずつオペデに親しんで1かく、という方法を採り 1 喜緊晶言贔1Japan 
たし〕と忌っているのです翠 e▲ 0 0も。 （ま）
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